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 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦添市立浦添小学校 授 業 者 遠山奈菜 

対 象 学 年 第６学年 教 科 等 道徳 

単 元 名 「最後のおくりもの」 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ■電子黒板  ■iPad（ ロイロノート  ）  □AppleTV 
 □実物投影機  ■ジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
誰に対しても思いやりの心を持ち、相手の立場に立って親切にすることについて

の考えを深める。※内容項目を基に、教材から見える道徳的価値を深める。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

(１)【導入】同じ価値項目で授業をした「温かい行為が生まれるとき」の児童の

振り返りを提示する。 
(２)【展開後半】「最後のおくりもの」とは何なのか、考えを共有する。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導入【温かい行為が生まれるときの振り返りを提示する】（３分）ICT 活用 
〇前回の「親切・思いやり」の内容項目で出た児童の振り返りから、今日の学び

は何なのか学びをつなげる。 
展開【「最後のおくりもの」を読んで、考え、話し合う】（３５分） 
〇教材の感想を話し合う。 
 ・身寄りがいないから優しい嘘をついた。・ジョルジュじいさんのために絶対

に夢を叶えたい。・私は昔夢叶わなかったが、ロベーヌには叶えてほしい。 
〇中心発問「どうして直接おくりものを渡さなかったのだろう？」 
 ・ロベーヌのプレッシャーになってはいけないから。・直接渡してしまうとお

金を受け取らなさそう。・影で見守りたい。 
 問い返しの発問「でも直接渡した方が、ジョルジュじいさんの夢を叶えてほし 

         いという想いは伝わるのではないか。」 
 ・想いが相手への押し付けになってはいけない。・お金をくれた相手がおじい 

  さんだと知ると、気を遣わせてしまう。・本当は欲しいお金でも、相手が受  
  けとれなくなる。 
〇「最後のおくりもの」とは何だったのか考える。ICT 活用 
 ICT を操作するのを目的とせず、友達同士で思考を広げることを目的とするた

め、複数で一台とする。 
終末【教材で学んだことを振り返る】（７分） 

 
 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

本指導内容は、誰に対しても思いやりの心を持ち、相手の立場に立って親切に

することに関する内容項目である。 
 指導にあたっては、相手の気持ちを考えるだけでは不十分で、相手の立場や置

かれている状況までも考え、どうすることが本当に相手のためになるのかを考え

て行うのが思いやりであるということを自覚することが大切である。そこで、「最

後のおくりもの」とは何なのか思考を広げるツールとしてロイロノートのクラゲ

チャートを活用した。 
 



 R7 浦添市 ICT エバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 仲西小学校 授 業 者 外間綾乃 

対 象 学 年 第 3 学年 教 科 等 総合的な学習の時間 

題 材 名 試して、直して、速くしよう！ レゴ® SPIKE™ プライムでホッパーレースに挑戦（２／２） 

 

ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板    ☑iPad（ロイロノート、タイマー、）  □AppleTV 

 □実物投影機 □デジタル教科書 ☑デジタルコンテンツ（レゴ® SPIKE™ プライム）  

☑その他（レゴ® SPIKE™ プライム ） 

本時のめあて ホッパーを速くゴールさせるために、プログラムを工夫しよう。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

・児童用ノート PC のレゴ® SPIKE™ プライムのアプリを起動させ、ホッパーを作る。 

・ホッパーのハブと接続し、プログラミングする。 

・プログラミング実行・確認・改善を可視化させるため、ロイロノートに記録する。 

・プログラミングをロイロノートで共有する。 

・ふり返りをロイロノートに書く。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【導入】（5分） 
１ 前時までのふり返り 
２ 課題把握 

・ホッパーレースのコースを提示。 

・どうしたら、速くゴールにたどり着けそうか。 

３ めあての確認 

 
【展開】(3５分) 
４ 活動 

プログラム作成（グループ活動・他グループとの交流） 
・３～４人グループで活動 
・命令ブロックを並べる 

実行・確認 
・実際にホッパーを走らせる 
・思った通りに動いたかを確認 

改善 
・うまくいかない場合は命令を変更 
・回数や速さ等を調整 

 ※上記活動をロイロノートのカードに記録させる。 
５ 全体共有 

・最速構成、工夫点、失敗からの学びを発表。 
 

【終末】(5 分) 

６ ふり返り 

   ロイロノートのテキストカードに書いて提出させる。 

 

 
・指導上の 

留意点 
・学習指導要領

の関連 
 

・PC やレゴ® SPIKE™ プライムを使用するときの約束事を確認する。 

・グループ編成の際、プログラミングが得意な児童をリーダーにして、グループのみんな

が抵抗なく触れるように慣れる時間を設定後、意欲的に学びに向かうようにする。 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説より 
プログラミング的思考とは、「自分が意図する一連の活動を、論理的に考えて表現する力」 

本授業では、・順序立てて考える・同じ動きをくり返すことに着目する・試行錯誤しな
がら改善するというプログラミング的思考を育成する。 

※ 特定の言語習得が目的ではなく、考え方を体験的に学ぶことを重視する。 

ホッパーを速く走らせる、プログラムのくふうを考えよう。 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 神森小学校 授 業 者 下地 佑美 

対 象 学 年 ３学年（特別支援学級 情緒） 教 科 等 国語 

単 元 名 ・場面をくらべながら読み、感想を書こう。（ちいちゃんのかげおくり ） 

 

ＩＣＴ環境 

 

 ☑電子黒板  ☑iPad（ロイロ）  □AppleTV 

 □実物投影機 ☑デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
・一番心に残ったところを表してみよう。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

・デジタル教科書を活用し、範読を聞く。 

・ロイロを活用し、物語の予想を立て、共有を図る。 

・初発の感想をロイロを活用し、記入する。その際、音声入力、キーボード入力など、本人 

 の学習に応じて行う。 

 

 

 

 

指導の流れ 

 

 

1.導入（7 分）            
（１）挿絵と題名から内容を予想する。 

                                   ・②と⑤の挿絵を提示し、「ちいちゃんのかげおく
り」を連想                         させ、イメージをさせる。 

                ・黒板に貼りだした挿絵の並び替え行い、予想を
共有                                する。 （ワークシート・ロイロ活用） 

 
 
 
 
 
 

（２）本時のめあてを確認する。 
・「一番心に残ったところを表してみよう」 
（ワークシート・ロイロ活用） 

 
 

 
 
 
 
２．展開（３３分）     

        (3)電子教科書を活用し、範読を行う。 
                                     ・物語の見通しを持たせる。 
  
 
 
 
 

 
 
 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 
(4)挿絵から「ちいちゃんのかげおくり」の内

容を振り返る                              ・黒板に貼りだした挿絵の並び替え行い、
内容を共有す                               る。（ワークシート・ロイロ活用） 

 
 
 
 
 
 
 

 
(5)一番心に残ったところを感想として表現

す                                      る。（ワークシート・ロイロ活用） 
                                        ・心に残った場面や不思議に思った場面を 

       表現させる。  
                    
 
 
 
 
 
 

（６）感想の交流を行う 
（ワークシート・ロイロ活用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．終末（５分）                     （７）振り返り 
                               

   

 （８）次時の見通しを持たせる 

 

 

・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

・物語に対して、苦手意識があり、特性を持っている児童たちなので、物語の導入で興味

関心を高めるようにする。 

・文章を書くことに対して、苦手意識があるので、ICTを活用し「できる」ことを増やしてい

く。 

・学習指導要領の国語 「思考力、判断力、表現力」「C 読むこと」の（１）指導事項：「オ 

文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと」に関連し、初発の感想

をロイロを活用し、記入する。その際、音声入力、キーボード入力など、本人の学習に応

じて行う。 

  



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦城小学校 授 業 者 小禄 聖子 

対 象 学 年 2 学年 教 科 等 算数 

単 元 名 三角形と四角形 

 
ＩＣＴ環境 

 

☑電子黒板  ☑iPad（ロイロノート）  ☑AppleTV 
 □実物投影機 ☑デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（ Kahoot!  ）    □その他（          ） 

本時のめあて 
・三角形や四角形の紙を２つに切って三角形や四角形をつくり、三角形や四角形

についての理解を深める。 

・身の回りから、三角形や四角形の形をしたものを見つける。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・導入で Kahoot を使いクイズ形式で既習事項の振り返りを行う。 
・電子教科書の図を見て、課題の確認を行う。 
・適用場面で身の回りの三角形や四角形をみつけ、iPad で撮影し、ロイロで友達

に送り合う 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【導入】（８分） 三角形や四角形の概念と用語を Kahoot で確認する。 

１．前時の振り返り    

       

 

 

２．問題把握      本時の問題とめあての確認。 

 

【展開】（３０分） 

３．自力解決      三角形の紙に直線を引いて切り、どんな形ができるかを考える。 

            ※三角形の紙を一人に複数枚渡し、三角形２つと三角形と四角形 

になることに気づかせる。 

４．比較検討      友達とどんな形ができたかを確認する。 

            ※切り方とできる形の関係について視点を与えて話し合う。 

５．まとめ 

 

６．適用問題      四角形を直線で分ける問題に取り組む。 

iPad を使って身の回りにある三角形と四角形を見つける。 

ロイロでお互いに見つけた形を送り合う 

 

 

 

 

【終末】（３分）           

７．ふりかえり     本時の学習でわかったことや考えたことを振り返る。 

 

・指導上の 
留意点 

・学習指導要領

の関連 

・導入の場面ではクイズ形式だが競争にならないように配慮する。 
・ICT と具体物操作のバランスを考える。図形の操作活動の時間をきちんと確保

し十分に考えさせる。 
・学習指導要領 B 図形の領域の中の「イ（ア）図形を構成する要素に着目し、構

成の仕方を考えるとともに、身の回りのものを図形として捉えること」に関連。 

どのように切れば、どんな形ができるかをしらべよう。 

ちょう点を通るかどうかで、できる形がかわる。 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 牧港小学校 授 業 者 仲本アンナ 

対 象 学 年 4 年 教 科 等 国語 

単 元 名 言葉から連想を広げて 

 
ＩＣＴ環境 

 

✅電子黒板  ✅iPad（       ）  □AppleTV 
□実物投影機  □デジタル教科書 
□デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
表現を工夫して、身の回りの物をひと言の詩で表そう。 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

① ロイロノートのシンキングツールを用いて、テーマの言葉について想像を広

げるウェビングマップをつくる 
② ロイロノートでクイズの原稿をつくる⇒提出箱に提出 
③ グループでクイズを行う際に iPad、全体発表で電子黒板の使用 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 導入 
① 前時の復習と本時の学習を兼ねて、詩から題名を当てる活動 

(担任がクイズ形式で行う) 
② 本時のめあて確認 

 
2 展開 

① 自分の作ったウェビングマップを用いて、テーマを表すひと言の詩をつ

くる(ロイロノートか国語ノート) 
※提出する際には①枚目⇒ひと言の詩 ②枚目⇒題名付き 
 
 
 
 
 
② グループで「この詩の題名はなんでしょう」のクイズ 
③ グループ代表の詩を全体で発表 
④ 「たいせつ・いかそう」の言葉の確認 

 
 
 
 
 
3 ふり返り 

本時のふりかえりを行う(できた(工夫した)こと、学んだこと、気づいたこと) 
 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

① ロイロノートのシンキングツールを活用することで、児童が思考を整理しや

すくなる。(場合によっては、共有ノート等を効果的に用いることで協働の場

を設定することもできる) 
② 他の人が発表しているときには、iPad は閉じる・寝かせておくなど、使い方

についての規律を随時確認することで思考の時間とのメリハリをつくること

ができる。 
 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦添市立当山小学校 授 業 者 奥代 重人 

対 象 学 年 ５学年 教 科 等 理科 

単 元 名 物のとけ方 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ■電子黒板  ■iPad（       ）  ■AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  ■その他（ロイロノート） 

本時のめあて 
水の温度を上げるととけるミョウバンの量は変わるのだろうか。 
 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

単元を通して、予想や実験結果、結論をロイロノートにまとめ提出する。 
 
 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導入（１０分）   
① 前時の振り返りをする。 

水の温度を上げた時の食塩の溶ける量は、ほとんど変化しなかった。 
             
② ロイロノートで実験の手順を確認する。安全確認をしっかり行う。 
 
展開（２５分）  
③ ミョウバンが６０℃のお湯には小さじ何杯とけるのか実験を行う。とけ残り

が出た杯数を記録して、写真を撮る。 
             
④ 実験結果をグループで共有する。 
 
⑤ 実験結果と結論をロイロノートにまとめて提出する。 
 
終末（１０分）  
⑤ 電子黒板で実験結果を全体共有する。 
 
 
             
⑥ 教科書で食塩とミョウバンの温度による溶け方の違いについて確認する。 

食塩は水の温度を上げても溶ける量は変わらないが、ミョウバンは、水の温

度を上げると溶ける量が増える。 
⑦  次時の確認。 

水に溶けた物を取り出すにはどうしたらよいか考えよう。 
 

・指導上の 
留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

・ロイロノートでの実験結果や結論をまとめることは何度も経験しているが、ま

だ時間がかかる児童もいるので、提出期限を長めに設定しておく。 
・食塩とミョウバンの水温による溶ける量の変化について教科書のグラフを用い

て視覚的に理解を促す。 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 内間小学校 授 業 者 嘉手納めぐみ 

対 象 学 年 4 学年 教 科 等 算数 

単 元 名 分数 

 
ＩＣＴ環境 

☑電子黒板   ☑iPad(ロイロノート)  □AppleTV 
 □実物投影機   □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 帯分数のはいった計算の仕方を考えよう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

導入（・テストをゲームモードで行い、帯分数を仮分数に直すやり方を復習した） 
展開（・電子黒板では問題提示・ロイロノートで学びの選択の表示とチャレンジ
問題をさせる） 
まとめ（・振り返りをカメラで撮り、振り返り表に入れてロイロで提出させる） 

 
指導の流れ 

導入 
 
1 前時のふりかえり 
・ロイロノートのゲーム機能を使って帯分 

数を仮分数に直すやり方を復習する。 
2 問題把握 
3 めあて 
  
 

展開 
4 学習方法を選択し、課題に取り組む 
・白（1 人で）黄色（友だちと） 

ピンク（先生と）で意思表示させる。 
・課題解決した子はアウトプットさせる。   
（緑） 

・計算の仕方を共有する。 
・チャレンジ問題 
 1 人でさせ、理解度を図る。 
  できた子には解答を送り、丸付けさせて  

から提出させる。 
 
 
 

 
 
 
終末 
5 まとめ 
・書き出しとキーワードを共有し、まとめを書かせる。 
（書き出し）帯分数のはいった計算し方は、 
（キーワード）帯分数を仮分数に直す 
 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 
6 ふりかえり 
・自分の学習方法は適切だったか等、視点に沿って 

振り返り、ロイロノートで提出させる。 
 

 
・指導上の 

留意点 
・学習指導要

領の関連 
 

・タブレットを使うときと使わないときのメリハリを付けるために、使わないと
きは「タブレット右上」を徹底する。 
・テスト機能を使った復習をする際は一問毎に解説をする。 
・学習方法の選択を意思表示させることでペア組みやアウトプットをスムーズに
行えるようにする。 
・振り返りカードを使用することで単元を通して振り返りを確認できるようにす
る。 
・振り返りに対して苦手意識があるので、振り返りカードの中に振り返りの視点
を入れ、穴埋め方式で書けるようにする。 

 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 宮城小学校 授 業 者 満名 友梨香 

対 象 学 年 第６学年 教 科 等 国語 

単 元 名 文章を推敲しよう 

 
ＩＣＴ環境 

 

☑電子黒板  ☑iPad（ロイロノート）  □AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 推敲のポイントを確認しながら、よりよい文章に直そう。 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
・既習漢字読みの確認をロイロのテスト（クイズ）で行った。 
・共有ノートで前時、本時の課題を確認した。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【前時までの流れ】 
本時に入る前に推敲の意味を共有ノートで確認。 
児童同士でお互いの推敲した物が見ることが 
できる。（他者との比較） 
 
【本時】 
① 導入 

ロイロノートのテスト機能を使って 
漢字の読み仮名を確認 
 

② 展開 
・５年生が書いた文章をグループ（３名）で推敲。 
・本時で必要な物はすべてロイロノートの共有ノートに提示。 

→教科書をみて確認する作業を省くため。 
推敲チェックシートで基準をそろえるため。 

・一人でコツコツ作業する児童。 
困ったときに友達の推敲した物を 
参考にする児童。直接、目の前にいる 
友達に質問する児童。と児童自ら選んで 
学ぶ姿が見られた。 
 

③ 終末 
・グループで５年生へ向けて、 
励ましのメッセージやアドバイスの手紙を作成。 
・自分自身のふりかえり 

・指導上の 
留意点 

・学習指導要領

の関連 

・児童が共有ノートだけをみて活動し、対話がなくなることがないように声をか

ける。 
・推敲の基準がずれそうになったときには、全体共有の時間をとった。（５年生

から引き続きの推敲チェックシートも活用） 
・５年生の教材を推敲したため、その単元の目的も押さえる必要がでてきたが、

相手意識を持って推敲することができた。 
・時間内に終わらせるためには、推敲のポイントを絞って行うと良い。 
・学習指導要領 国語〈思考・判断・表現〉B 書くこと（１）オ.文章の構成や書

き表し方などに着目して、文や文章を整えること。 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 沢岻小学校 授 業 者 知念 明里 

対 象 学 年 2 年 教 科 等 算数 

単 元 名 三角形と四角形 

 
ＩＣＴ環境 

 

☑電子黒板   ☑iPad（ロイロノート）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 三角形か四角形かをきまりをつかって考え、わけをせつめいしよう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・前時の復習(ロイロノートのテスト機能) 

・三角形や四角形に弁別(ロイロノートのカード) 

・考えの共有(ロイロノート提出箱の機能) 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【導入】10 分 
１ 前時の確認   ロイロノートのテスト機能を使って、復習を行う。    
 
 
 
２ 問題把握     ロイロノートを用いて、あ～くの図形を三角形や四角形に弁別する。 
                提出箱の機能を用いて考えの共有 
 
 
                                               
３ 課題の焦点化 😭😭え、き、くは三角形や四角形なのかわからない。（困り感） 
               💡💡三角形や四角形のきまりに当てはまるか考え、わけを説明したらできそ

う。 
 
４ めあて          めあて：三角形か四角形かをきまりをつかって考え、わけをせつめいし

よう。 
 
【展開】30 分 
５ 自力解決     え、き、くの形は三角形や四角形といえるのか考え、わけをワークシートに

記入する。 
 
６ 比較検討     友達と考えを説明し合う。→ 全体で共有する。 
 
 
 
                                                  
【終末】5 分 
７ まとめ         まとめ： 三角形や四角形のきまりをつかって考えるとなかま分けしたり、

わけをせつめいしたりすることができる。 
 

 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

指導上の留意点 
・課題の焦点化を行い、児童の言葉からめあてを立てる。 
・比較検討の場面で児童の考えをつなげたり、ペアで考えを交流させたりする。 
学習指導要領の関連 
・B 図形領域 イ(ア) 図形を構成する要素に注目し、三角形や四角形に弁別す

ることができる。 
 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 前田小学校 授 業 者 仲里 修太 

対 象 学 年 3 年 教 科 等 国語 

単 元 名  冬のくらし(2 時間) 

 
ＩＣＴ環境 

 

 ☑電子黒板  ☑iPad（       ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（ Canva・ロイロノート ）  □その他（    ） 

本時のめあて 
 
 冬に関する言葉を集め、言葉から冬を感じることができる。 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・電子黒板でデジタル教科書のイラストの提示、ロイロノートで送られたデータ

の共有。 
・冬の言葉について、Web 検索を行う。 
・Canva で冬の言葉をイラストとしてまとめる。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 本時の学習のめあてを確かめる。 
 ○めあて 「冬を感じる言葉をあつめよう」 
 
２ 「ゆき」を読み、冬らしさを感じる。 
 ○教科書の詩を読み、冬について感じていることを聞く。 
 
３ 教科書の言葉から知って

いる言葉や連想する言葉、

生活の中で冬を感じたこと

などを挙げる。 
 ○教科書に載っている言葉

を読んで、知っている

言葉や連想する言葉を聞く。 
 ◎他にどのようなことがあるのか、タブレットで調べ、メモを取る 
 ○調べた言葉を Canva のイラスト検索で取り込み、

まとめる。 
 ○まとめたものをロイ

ロノートに送り、比較す

る。 
 
 
４ 本時の学習をふり返り、次時の見通しをもつ。 
 ○本時のふり返りを行い、次時の内容を紹介する。 
 

・指導上の 
留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

○教科書に出てくる冬については地域差があるため、身近なものや現在使ってい

るものなどを織り交ぜることで、教材に近づく。 
○Canva を触るのが初めての場合は時間がかかるため、違う時間にも触ることが

必要である。 

 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

 

学 校 名 浦添市立浦添中学校 授 業 者 我那覇美織 

対 象 学 年 2 学年 教 科 等 家庭科 

単 元 名 私たちの消費生活と環境 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 ☑︎電子黒板  ☑︎iPad（       ）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 ☑︎デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 

バランスの良い金銭管理をするにはどうしたら良いのだろう？ 

 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

① 教科書のデジタルコンテンツを用いて、クレジットカードの疑似体験を行う。 

② ロイロ共有ノートで、シンキングツールを用いてグループで意見をまとめる。 

③ ロイロノートでまとめ・振り返りを行う。 

 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【導入】前回の授業を振り返る。クレジットカード利用の疑似体験をする。 

                       (教科書デジタルコンテンツ) 

 

 

 

 

【展開】ノートで言葉の意味を理解する。 

    日頃、消費しているものをあげる。 

    各グループで消費しているものに優先順位をつけ、 

理由も考えさせる。((ロイロ共有ノート) 

  その優先順位にした理由を発表する。 

    教師が補足説明をする。 

    金銭管理の方法を紹介し、ノートで記号問題をとく。 

 

【終末】まとめ・振り返りの記入(ロイロノート) 

 

 

 

・指導上の 

留意点 

・学習指導要

領の関連 

 

◯ICT 機器を使わせる際は、キーボード入力をさせるようにする。 

◯他の意見をすぐに見られるように全員で共有ノートを使う。その際の使い方を

注意する。 

◯自分ごととして捉えられるように、直近で金銭管理をするであろう修学旅行と

繋げる。 

◯今後の授業の中でキャッシュレス化に伴う消費者トラブルの内容の時にクレ

ジットカードの疑似体験と繋げる。 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦添市立仲西中学校 授 業 者 幸地 徹治 

対 象 学 年 ３年生 教 科 等 社会 

単 元 名 公民的分野 地方自治と私たち 

 
ＩＣＴ環境 

 

 ☑電子黒板  ☑iPad（ロイロノート・スクール）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 浦添市をよりよくするための提案書を作成しよう！ 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・ロイロノート・スクールのシンキングツールを活用し、浦添市の良いところと

課題についてわかりやすく整理する。 
・ロイロノート・スクールの共有ノートを活用し、他者の意見を参考に、提案書

を作成する。 
・インターネットやロイロノート・スクールに提示した資料をもとに、提案書の

根拠をたてる。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【導入】10 分 【ICT(ロイロノート・スクール：アンケート)の活用】 
① 前時の復習 ② 生徒アンケートの確認 
③ 単元および本時の学習の見通し、学習課題の提示 
 
【展開】 35 分 【ICT（ロイロノート・スクール：共有ノート）の活用】 
④ 浦添市の良いところと課題を記入する（思考ツールの活用）。(個人) 
⑤ 自分があげた良いところや課題を、共有ノートを活用し、グループで共有す

る。(グループ) 
⑥ 良いところや課題を座標に分類し、優先度の高いかつ実現可能なものを１つ

選び、説明した視点を意識しながら、根拠をもとに提案書を作成する 
（思考ツールの活用）(グループ)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【終末】5 分 
提案書の作成でできたことや工夫したところ、次回の提案書作成に向けて意識し

ていきたいことを進捗状況表に記入する。（ロイロ） 
 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要

領の関連 

 

・学習指導要領公民的分野 C 私たちと政治 （２）民主政治と政治参加 
イ地方自治や我が国の民主政治の発展に寄与しようとする自覚や住民としての

自治意識の基礎を育成することに向けて、次のような思考力、判断力、表現力等

を身に付けること。(ア)民主政治の推進と、公正な世論の形成や選挙など国民の

政治参加との関連について、多面的・多角的に考察、構想し、表現すること。 

  

 

 

 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦添市立神森中学校 授 業 者 瑞慶山良樹 

対 象 学 年 １学年 教 科 等 道徳 

単 元 名 「D-(19) 生命の尊さ」 ゆうへ―生きていてくれてありがとう― 

 
ＩＣＴ環境 

 

 ☑電子黒板  ☑iPad（       ）  □AppleTV 
 □実物投影機  ☑デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 「支え合う生命」とは何か考えよう！ 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・予めアンケートを実施し（ロイロ）、その結果を導入で電子黒板に提示した。 
・電子黒板を活用し、阪神淡路大震災の映像を見せた。 
・デジタル教科書を活用し、朗読を聞かせた。 
・iPad を使って生徒の意見を共有した。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜導入（１０分）＞ 
・「スマホのバッテリーが残り少なくなったとき、どんな気持ちになりますか？」  

→大切な人との連絡手段がとれなくなる不安、「つながり」の大切さを考える         
・本時の主題、教材、ねらいの確認 → 「命のつながり」「支え合う命」について考える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜展開（３０分）＞ 
・朗読（電子黒板） 
・発問①「なぜゆうのお母さんは『生きていてくれてありがとう』と言ったのか」  
・発問②「私たちは普段、どのような者に支えられているか」     →個人、グループ、全体 
 
 
 
 
 
 
 
＜まとめ１０分＞ 
・「これからの生活で、あなたができることは何ですか」 →ロイロで発表、共有する 

 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

・今回、生成 AI を使って授業案を作成したが、「生徒の考えを深める発問か」 
「これは本当に中心発問か」など疑問が出た。生成 AI は発問構成などではなく、 
教材解釈の部分での活用が効果的である。 
・意見の集約、共有でロイロを活用したが、ノートでもできることだったので、

ロイロを活用するのであれば、子どもたちの志向が広がったり、深まったりする

ことをねらいにする。 
・教材の導入で震災の映像を見せたが、かなりショッキングな映像なので、「き

つい人は伏せても良いよ」と声かけすると良い。 
・導入でテキストマイニングを活用したが、授業後にも実施することで授業前後

の考えの変化を見ることができるので、授業後にも実施した方が良い。 
 

user
スタンプ

user
スタンプ

user
スタンプ

user
スタンプ

user
スタンプ

user
スタンプ



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦添市立港川中学校 授 業 者 伊佐 勇亮 

対 象 学 年 ３学年 教 科 等 理科 

単 元 名 宇宙の広がり 

 
ＩＣＴ環境 

 

☑電子黒板  ☑iPad（ロイロノート）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 ☑その他（デジタルコンテンツ（Mitaka）） 

本時のめあて 
① 太陽の周りにはどのような天体が広がっているだろうか。 
② 宇宙の中での地球の住所は？私たちは宇宙の中のどこにいるのだろうか。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・学習ロードマップの配布・提出（ロイロノート） 
・電子黒板での指示や情報の提示  
・学習に活用できるサイトや動画コンテンツをまとめたものを共有 
・シミュレーションソフトの活用 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７時間構成単元を自由進度学習で進めた。（１時）導入（２〜６時）自由進度学

習（７時）単元のまとめの中で、授業公開した第５時を報告する。 
【導入】（５分） 
１. 知識事項の全体確認 

前時までの学習で誤解が生まれやすい部分を全体で確認した。 
２. めあての確認と本時以降の流れの確認 

めあての確認とロードマップを活用した学習の計画を行った。 
 

【展開】（４０分） 
３. 自由進度学習 

それぞれの学習状況に応じて、異なる学習活動を進めた。 
同じ１時間の中で、プリントをまとめる生

徒、モデリングに取り組む生徒、シミュレ

ーションソフトを使って宇宙の全体像を概

観する生徒など様々な学習活動に取り組む

様子が見られた。 
教師は、机間指導を行い、適宜生徒の支援

や学びを深めるための声かけを行い、学びを促した。 
 
【終末】（５分） 
４. 本時の振り返り 

学習ロードマップに本時に取り組んだことを記録し、学んだことや疑問に思

ったことを振り返りとしてまとめ、ロイロノートの提出箱へ提出した。 
 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

 

・今回実践対象とした天文分野については太陽系の構造を概観するには位置や大

きさをモデルで表現することが効果的である旨が示されており、それに加えて自

然事象を科学的に探究する力と態度を育むために必要な事項の１つとして生徒

自身が自然事象のモデルを作成することが挙げられている。そのため、自由進度

学習の必須課題に「ものづくり」を設定し、宇宙の構造的理解を促した。 

・自由進度学習においては、適切に生徒の学びを見取り、それを深めたり次に繋

げたりするような支援が必要である。 

 

生徒による作成物 



 R7 浦添市 ICTエバンジェリスト活用実践事例様式 

学 校 名 浦添市立浦西中学校 授 業 者 當間颯太 

対 象 学 年 第２学年 教 科 等 英語 

単 元 名 ONE WORLD English Course2  Lesson6 Castles and Canyons 
 

ＩＣＴ環境 
☑電子黒板   ☑iPad（ ロイロノート ）  ☑AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 
 ☑デジタルコンテンツ（ e bord,  e ライブラリ ） □その他（     ） 

本時のめあて 
ALT のリン先生に自主研修で行く予定の場所やそこで経験できることを、どんなもの

かイメージしやすいように工夫して紹介しよう。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

・既習事項の機能を確認する帯活動（ロイロノート） 
・本時の目標達成に向けたタスク活動（ロイロノート、e ボード、e ライブラリ） 
・本時の学習事項をおさえる確認問題（ロイロノート） 

 

指導の流れ 
【導入（10 分）】 
①既習事項（比較級・最上級）を確認し、その機能を想起させる。ICT 活用  
②単元目標を確認し、本時の目標及び問いを提示する。 
 Goal：ALT のリン先生に自主研修で行く予定の場所やそこで経験できること 

を、どんなものかイメージしやすいように工夫して紹介しよう。 
   Q ：比較的長い語を比較級・最上級にするときは、どのように形を変化させ 

たらいいんだろう。 
【展開（30 分）】 
③本時の目標達成に向けてタスクを確認し、個別・グループで取り組む。協働的  
 Task1: Learning Box（教材カードから自身に合う教材を選択して学習する。） 

ICT 活用・個別最適  
 Task2: Writing（自身の修学旅行で訪れる予定の場所について紹介する。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④全体でポイントを確認し、Task２を行う。（中間指導） 
【終末（10 分）】 
⑤確認問題 ICT 活用  
⑥本時の目標及び問いに対し、まとめを提示する。 
 まとめ：比較的長い語（母音が 3 文字以上）の語は more や most を使って 

比較級・最上級にする。 
・指導上の 

留意点 

・学習指導要領

の関連 

指導上の留意点  
・座席にとらわれないタスク活動（自由進度的タスク活動） 

・生徒が自身の段階やレベルに合わせ、必要に応じて選択できるような教材の提示 

学習指導要領の関連 書くこと - イ 

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を

用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 
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